｢実践の知を紡ぐ－実践から学び､看護を創造する｣ by 陣田 泰子






















































































































































































































｢看護の知｣ は実は ｢科学の知｣ は頭の中にあ



















































ቇ䈶䈱䊶 䊶 䊶 䊶෻
䍕䍋䍏䈱䍭䍦䍚䍼䍰䍻䍢 䍗䍏䈱䍭䍦䍚䍼䍰䍻䍢
䍭䍦䍚䍼䍰䍻䍢














































































































































薄､ ここから質の低下､ むなしさ､ 次々と入院








































































































































































































です｡ 次に知を広める方法､ 次は ｢ナラティブ｣
です｡ 近くにいる人で自然にグループになって

































































































































































































䋱䋮 䈫 ဳ䈱 䈖䈚
Ꮻ
䊐䉤䊷䉦䉴



































いて､ で､ また実践をして､ 先輩との関わりで､
｢そうだ､ 私もこういうことあった…｣ って｡
その循環が今現場からなくなっているのですよ






















たのかという､ この ｢構造・表象レベル｣ にな
ります｡







いう ｢想起｣ です｡ だから､ みなさん20年前30
年前40年前を思い出す人もいます｡ ①のステー
ジは起想のステージです｡


































































































































































































































































































































































































































































す｡ そして､ このスタイルは､ 私という個人と
してもあり､ また働くチームもスタイルがある
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